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Naohiro NARUHASHI: A new hybrid of Fritillaria (Liliaceae) from Japan, F. ×makotoi
Kanaoka-cho 1046-1, Kita-ku, Sakai 591-8022, Japan

〒591-8022 大阪府堺市北区金岡町1046-1

鳴橋直弘

ユリ科バイモ属の１新雑種，イワミコバイモ

Abstract
A new hybrid of the genus Fritillaria, F. ×makotoi Hitoshi Sato & Naruh., from Honshu, Japan 
is described. The plant is believed to be a natural hybrid between F. amabilis and F. ayakoana. 
This hybrid differs from F. amabilis by narrowly funnel-shaped flowers, from F. ayakoana by 
nectaries at almost basal part and narrowly oblong tepals. 

Key words: Fritillaria ×makotoi, Liliaceae, natural hybrid, Shimane Prefecture

はじめに
日本のユリ科バイモ属コバイモ類（Fritillaria japonica group） は Miquel （1867） によってF. 

japonicaが報告された後、Koidzumi （1914）、Ohwi （1937a, b）、Naruhashi （1979）、Naito （2005）、お
よびHill （2016） によって記載・発表され、その結果8種1雑種が存在することとなった。今回島根
県でホソバナコバイモとイズモコバイモの雑種と思われる植物が見つかったので、報告する。

結果と考察
この植物は、島根県のイズモコバイモが分布する地域の西端で見つかったもので、開花初期や開

花末期はホソバナコバイモに酷似し、それと誤認されていた。しかし、開花真っ盛りの時期には、
ホソバナコバイモでもイズモコバイモでもないと判断できる。

1990年頃田中 眞氏は島根県桜江町で本植物を雑種ではないかと疑われた。1997年にその植物数
個体が佐藤仁志氏を経て筆者に送られてきたが、花を観察することなく、染色体観察用として鱗茎
を野田昭三氏に送った。その結果、染色体の観察からはホソバナコバイモとイズモコバイモと区別
できず、雑種はないとの返事であった。その後忘れていたが、2017年DNA分析用の資料を採集す
るために三瓶自然館の井上雅仁氏の案内で桜江町を訪れた。あいにく当日は小雨でしかも寒く、花
は十分に花被が開出していなかった。しかし、数カ所観察することができ、ホソバナコバイモより
花が開出して咲くように感じた。しかし、その時は花の先端が広がったホソバナコバイモと同定し
てしまった。なぜなら、九州北部のホソバナコバイモは花の先端部が開出して咲く花が多いから
である。2018年再度桜江町を訪れた。この年は、最初の発見者の田中 眞氏と以前よりコバイモの
調査をされていた佐藤仁志氏と筆者の3人で、桜江町の以前生育していた場所を調査した。丁度開
花時期であり、多くの花を観察することができた。その結果、この植物をホソバナコバイモとイズ
モコバイモの自然雑種と認識するに至った。今は見あたらないが、現在の生育地から小川を越えて
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10 mの近距離に、イズモコバイモとの混生地があったと田中氏は言う。
新しく見つかった雑種と推定される植物と両親の3分類群の形態的差異は、花にのみ見られる。

即ち花の形態についてホソバナバイモは筒型（Fig. 1Aa, Ba）で、イズモコバイモは広笠型（Fig. 
1Ac, Bc）、今回の新植物は中間の狭笠型（Fig. 1Ab, Bb）である。この特徴は、花被片にある蜜腺の

Fig. 1. Flowers and tepals of three taxa of Fritillaria. A and B: flowers, C: outer and inner tepals. F. amabilis (Aa, Ba, Ca), F. × 
makotoi (Ab, Bb, Cb) and F. ayakoana (Ac, Bc, Cc).
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位置と状態、つまり蜜腺がほとんど基部に近いホソバナコバイモ：基部から1.5 mm（Fig. 1Ca）、基
部から少し離れた位置にあるイズモコバイモ：基部から3.0 mm（Fig. 1Cc）、基部からほんの少し離
れた新雑種：基部から2.0 mm（Fig. 1Cb）という点と、花被片がホソバナコバイモは狭長楕円形（Fig. 
1Ca）、イズモコバイモは広倒披針形（Fig. 1Cc）、この雑種は狭長楕円形～狭倒披針形（Fig. 1Cb）
という点からきている。本植物は花型・蜜腺や花被片は、ホソバナコバイモとイズモコバイモの中
間的形態であるが、ときにホソバナバコイモに近いものまで存在する。

コバイモ類の染色体は基本数X=11とX=12の2群に分かれる（野田・鳴橋 1988）。ホソバナコバイ
モとイズモコバイモはX=11（3V+8I）の群であり、しかも両種は非常に核型が類似し、互いに同じ
染色体を共有しているように変異する。特に、ホソバナコバイモは多様な核型を示す（野田未発表）。

1997年に佐藤仁志氏により、雑種かもしれないという集団の鱗茎4個体、イズモコバイモ3個体、
ホソバナコバイモ5個体が、鳴橋経由で染色体観察のために野田昭三氏に送られた。その結果、雑
種集団の個体aは2n=22 +3bでホソバナコバイモ、個体bは2n=22 +7bでイズモコバイモ、個体cは
2n=22 +4bでイズモコバイモ、との返事であった、この時同時に送ったイズモコバイモの染色体の
B染色体は0、3B、6Bの3個体、ホソバナコバイモは5B、8B、8B、19B、19Bの5個体であったという。
一般のイズモコバイモのB染色体の数は少なく、ホソバナコバイモは多い。この点からホソバナコ
バイモと同定された雑種集団は3Bでホソバナコバイモではなさそうである。また、野田氏は九州
北部のホソバナコバイモの先端開出型の花を野外で見て知っているので、この雑種をホソバナコバ
イモと同定したものと筆者は想像している。

よって、染色体数や核型からはイズモコバイモ、ホソバナコバイモ、および雑種の識別は困難で
あると考えられる。

舘田英典氏らのグループはホソバナコバイモとイズモコバイモの葉緑体DNAを分析した（角他 
2000、舘田私信）。その結果、ホソバナコバイモと同定された桜江町のものは、福岡県産や島根県
六日市町産のホソバナコバイモとは違い、イズモコバイモと姉妹群をなした。多分この研究で使用
された桜江町産の植物は、ホソバナコバイモではなく、本雑種と考えられる。

島根県ではホソバナコバイモは益田市より西部に見られ、イズモコバイモは邑智郡川本町より東
部に見られ、新植物はイズモコバイモの西限地に当たり、大まかに言えばその両種の中間地帯に分
布している。

以上の形態、染色体、葉緑体DNA、および分布から新植物はホソバナコバイモとイズモコバイ
モの自然雑種であると考えられる。学名の形容語は発見者の田中　眞氏を記念したものである。

Fritillaria ×makotoi Hitoshi Sato & Naruh., hybr. nov.
F. amabilis Koidz. × F. ayakoana Maruy. & Naruh.

This hybrid differs from F. amabilis by narrowly funnel-shaped flowers, from F. ayakoana by nectaries at 
almost basal part and narrowly oblong tepals. 

Perennial herbs with bulb. Bulbs white, globose; the scales 2, thickened, semiglobose; consisting of an old 
bulb and a new bulb inside at flowering. Stems simple, slender, 10-20 cm tall, erect, green, glabrous, with 
five leaves and a single flower. Leaves consisting of a pair of opposite leaves near the middle of the stem 
and 3 verticillate leaves at tip: green, entire, attenuate or obtuse at apex, acute at base, sessile, the lower pair 
narrowly lanceolate or linear-lanceolate, 45-75 mm long, 6-13 mm wide, the upper 3 smaller and narrower, 
linear-lanceolate or linear, 35-65 mm long, 2-6 mm wide. Flowers March, solitary, nodding, nearly white or 
pale purplish white on the vein, narrowly funnel-shaped, shoulders of flower almost the base, 17-20 mm long, 
18-24 mm in diameter, with 3 outer tepals and 3 inner tepals, with pedicel. Pedicels 4-10 mm long, reclinate, 
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often corrugate. Tepals narrowly oblong, 18-24 mm long, 4-6 mm wide, boat-shaped in side view, with 
opaque pale purple longitudinal lines, lightly dull purple mottled at base, obtuse or rounded, entire. Nectaries 
on the inside of tepal, green or yellowish green, narrowly oblong, 4-7 mm long, from the shoulder towards 
the middle. Stamens 6; Filaments white, 8-9 mm long, papillose; Anthers yellowish white, narrowly oblong, 
5-8 mm long, c. 2 mm wide. Pistils 1, 14-18 mm long; style white, erect, papillose, lightly 3-fid at apex; 
distance between stigma lobes c. 1 mm; ovary ellipsoidal, yellowish green, glabrous, 4-6 mm long.      

Chromosome number: 2n=22 (Noda unpublished).
Type: Japan, Honshu: Tadu, Sakurae-cho, Gotsu-shi, Shimane Pref., Mar. 23, 2018, Naruhashi no. 

18032304 (OSA 178857- holotype, Fig. 2).
Additional specimen examined: Japan. Honshu. Kawado, Sakurae-cho, Gotsu-shi, Shimane Pref., 21 Mar. 

2017, N. Naruhashi no. 17032101(OSA 178744). Obara, Sakurae-cho, Gotsu-shi, Shimane Pref., 21 Mar. 
2017, N. Naruhashi no. 17032102 (OSA 178745), ibid. 23 Mar. 2018, N. Naruhashi no. 18032305 (OSA 
178858). Cult. in Shigaku, Sanbe-cho, Ohda-shi, Shimane Pref., Orig. from Tadu, Sakurae-cho, Gotsu-
shi, Shimane Pref., 23 Mar. 2018, N. Naruhashi no. 18032301 (OSA 178854). Near Josen-taki, Sakugi-cho, 
Miyoshi-shi, Hiroshima Pref., Mar. 18, 2016, K. Yamawaki no. 20569 (OSA 178655). Tenraku, Sakugi-cho, 
Miyoshi-shi, Hiroshima Pref., Mar. 21, 2017, N. Naruhashi no. 17032104 (OSA 178735). 

Japanese name: Iwami-kobaimo, nov.
Etymology: The epithet of makotoi refers to Mr. Makoto Tanaka who discovered the plant.
Note: The present hybrid was discovered in a few localities along the Gonokawa River in Sakurae-cho 

or nearer area of the River, Ohda-shi where the one of the parents was growing at neighboring distance. 
As a result of investigating two specimens collected at Matsugasaki in Kawamoto-cho, Ochi-gun, Shimane 
Prefecture by Yoshinori Sugimura (SA no. 24409 & 24410), in the Herbarium of Sanbe Shizenkan (Shimane 
Nature Museum of Mt. Sanbe), it was speculated that they are the hybrid, although both were identified as 
Fritillaria amabilis.

The author thanks Mr. Masahito Inoue and Makoto Tanaka for their guidance to the field, Mr. Masahito 
Inoue for providing images of herbarium specimens, Dr. Hidenori Tachida for the information on matK gene 
of cpDNA, Mr. Ko Seto and Dr. Yasuro Kadono for their valuable comments, and Dr. Madjit Hakki for his 
corrections of my English manuscript.
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Fig. 2. Holotype of Fritillaria ×makotoi Hitoshi Sato & Naruh. (N. Naruhashi no. 18032304, OSA)
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1 Fukui Botanical Garden, Asahi 17-3-1, Echizen-cho, Nyu-gun, Fukui 916-0146, Japan
2 Toyoshima 1-8-3, Fukui-shi, Fukui 910-0857, Japan

Takao WAKASUGI: New Records to the Flora of Fukui Prefecture Ⅲ

1 〒916-0146　福井県丹生郡越前町朝日17-3-1 越前町立福井総合植物園
2 〒910-0857　福井県福井市豊島1-8-3

若杉孝生 1, 2

福井県フローラへの新追加   Ⅲ

1. Yoania japonica Maxim. f. alba K. Imai
シロバナショウキラン

（ラン科  ショウキラン属）

　  ショウキランの白花品で2015年6月に県内
でも確認された。今のところ、長野県に
のみ記録されているようである。側萼片
は長楕円形で平開するが、ショウキラン
に比べて幅はやや細く丸みが少ない。全
国的にも珍しい発見である。写真　阪本
英樹。

2. Cymbidium macrorhizon Lindl.
マヤラン（ラン科  シュンラン属）

　  福井県にあるといわれていなが
ら、なかなか写真が撮れなかっ
た。このほど、ようやく榎本博之・
阪本英樹によって写真におさめ
られた。

　  関東以西～琉球に分布。和名は
摩耶山に見つけられたことによ
る。美しいランである。
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3. Cephalanthera subaphylla Miyabe et Kudo
ユウシュンラン（ラン科  ギンラン属）

北海道から九州に分布するが全国的にも稀産種で、
本県でも初記録である。茎の高さ10～15 cmほど
で、葉は小型で披針状楕円形。茎の上部に1～2個
をつけ、茎の下部には褐色の鞘状葉を2～3個つけ
る。花は白色、ギンランに似るが花は半開状となり、
各部の形態も異なる。2017年越前町。写真　榎本
博之、阪本英樹。

4. Thrixspermum japonicum (Miq.) Rchb.f.
カヤラン（ラン科  カヤラン属）

　  樹上や岩上に着生し、高さ5～8 cm程の茎をの
ばし、中程より気根を出す多年生のラン。花は
淡黄色。これまでは嶺南の旧上中町にのみ知
られていたが、2014年に嶺北の越前町で発見
された。発見はプラントピア会員の青木進（写
真とも）。最近、嶺北にも自生するとの情報が
あったが、この古木に着生している株をみる
と、かなり以前から自生していたと考えられ
る。

5. Amitostigma gracile (Blume) Schltr.
ヒナラン（ラン科  ヒナラン属）

昭和8年の「福井縣生物目録」の植物部に県内唯一の産地として耳
村（当時）が記録された以外、これまで一度も記録されなかった
種である。たまたま2017年に美浜町にて84年ぶりに確認された。
ともに嶺南地区である。全国的には本州茨城県以西・四国・九州
に記録があり、日本海側の本県に再認されたことは極めて興味深
い。茎の高さは15 cm前後となり、根は紡錘状、茎の下部に5 cm程
の長楕円形の葉を1枚つけ、茎の中程には小型の葉を1枚つける。
花は小さく淡紅色をおびる。発見は吉村洋子。写真　榎本博之。
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6. Liparis krameri Franch. et Sav.
ジガバチソウ（ラン科  クモキリソウ属）

昭和8年の「福井縣生物目録」に三方郡八村のみに記録されている。その後、敦賀市の黒河国有
林などで確認されていたが、本種は比較的稀にしか見られなかった。2018年の6月に越前町で珍
しくこの種の群生を確認。花色に変異があり、緑花系から青紫色系への各段階が見られた。写真　
阪本英樹、榎本博之。

7. Gastrodia elata Blume var. pallens Kitag. 
シロテンマ（ラン科  オニノヤガラ属）

　　  オニノヤガラの変種で、花が白色。
北海道から九州に分布し、本県で
は稀産。ナラタケ菌と共生すると
いわれている。敦賀市。

　　写真　阪本英樹、榎本博之。
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8. Lathraea japonica Miq.
ヤマウツボ

（ハマウツボ科  ヤマウツボ属）

　  県内初確認の一つ。本州宮
城県から四国・九州に分布
する寄生植物で、緑葉を持
たず、ヤナギ科やカバノキ
科などの根に寄生するとい
われている。花茎は30 cm前
後の高さ、茎には小型の鱗
片をまばらにつけ、花は茎
の上部に穂状につく。花が
終わると全草が淡褐色とな
る。和名は海岸にみられる
ハマウツボに似て山地に生
えることによる。以前はゴ
マノハグサ科に含まれてい
た。産地は高浜町。

　写真　榎本博之、阪本英樹。

9. Potentilla hebiichigo Yonek. et H.Ohashi f. leucocephala (Makino) Yonek. et H.Ohashi
シロミノヘビイチゴ（バラ科  バラ亜科  キジムシロ属）

牧野富太郎が植物研究雑誌第7巻4号に発表したもので、ヘビイチゴの白実品である。全国的に
珍しく、他県からの記録はあまり見ない。本県でも今回が初めてである。産地は越前町織田。
本県では以前発見されたシロミノヤブヘビイチゴPotentilla indica (Andrews) Th.Wolf f. albocaput 

(Naruh.) H.Ohashiとと
もに両種の白実品が
自生していることと
なる。ともに稀産種
である。鳴橋直弘先
生の同定による。
写真　榎本博之。
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10. Lactuca serriola L. var.
トゲチシャの一変種（キク科  アキノノゲシ属）

欧州原産といわれるトゲチシャが日本に広く帰化しているようである。福井県内にも市街地を中
心によく見られていた。ところがここ2～3年はトゲのないトゲチシャが見られるようになった。
トゲチシャそのものは見られなくなった。全草トゲチシャと変わらないがトゲがない点が異なる
ようである。変種の1つに葉の分裂しないマルバトゲチシャvar. integrata Gren. et Godr.があるよう
であるが福井市ではまだその型は見られず、トゲのないものばかりである。トゲナシトゲチシャ
とでもいったところだが、その名前はあまりピッタリしない。幸いトゲチシャにはアレチヂシャ
という別名があるので、トゲナシアレチヂシャとでもよんだらいかがであろうか。この型はまだ
他県では記録されていないように思えるので、報告しておきたい。帰化植物では分布的に急に同
じ仲間（属）の別種に入れ替わることがある。これもその例の一つであろうか。

11. Dryopteris medioxima Koidz.
エンシュウベニシダ（オシダ科  オシダ属）

福井県南越前町鋳物師　Coll. T. Wakasugi （30 Sept. 1967）、Det. K. Yamamoto.

この他、国立科学博物館の松本定・海老原淳両先生によって、ヤブソテツ類とヒカゲノカズラ類
数十点が同定されているが、都合により次回に発表することにする。また、ラン科については遊川
知久先生に有益なご意見を頂いた。

参考文献
海老原淳．2017．日本産シダ植物標準図鑑 II ．507 pp．学研プラス，東京．
福井縣．1933．福井縣生物目録．福井縣，福井．
福井県植物研究会．1998．福井県植物図鑑②福井の野草（下）．344 pp．福井県，福井．
Makino, T. 1931. Contribution to the knowledge of the flora of Nippon. J. Jap. Bot. 7（4）: 6．
長野県植物誌編纂委員会（編）．1997．長野県植物誌．xx + 1735 p．信濃毎日新聞社，長野．
大橋広好・門田裕一・邑田　仁・米倉浩司・木原　浩．2015-2017．改訂新版日本の野生植物1～5．平凡社，

東京．
清水矩宏・広田伸七・森田弘彦．2001．日本帰化植物写真図鑑．554 pp．全国農村教育協会，東京．
竹松哲夫・一前宣正．1987．世界の雑草 I 合弁花類．712 pp．全国農村教育協会，東京．
遊川知久．2015．日本のラン　ハンドブック①．136 pp．文一総合出版，東京．

若杉：福井県フローラへの新追加Ⅲ
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1 Fukui Botanical Garden, Asahi 17-3-1, Echizen-cho, Nyu-gun, Fukui 916-0146, Japan
2 Toyoshima 1-8-3, Fukui-shi, Fukui 910-0857, Japan

Takao WAKASUGI: Note on the flower morphological diversity of Fritillaria camschatcensis (L.) Ker Gawl.: 
variation in the corolla of F. camschatcensis var. keisukei Makino and f. flavescens (Makino) T. Shimizu

1 〒916-0146　福井県丹生郡越前町朝日17-3-1 越前町立福井総合植物園
2 〒910-0857　福井県福井市豊島1-8-3

若杉孝生 1, 2

クロユリ （広義） の花の多様性について
Fritillaria camschatcensis (L.) Ker Gawl. var. keisukei Makino ミヤマクロユリ & 

f. flavescens (Makino) T. Shimizu キバナクロユリ （ユリ科 バイモ属）の花冠の変異

クロユリは美しい花だが高山植物であるということから、あまりすすんで調査することをさけて
いた。とは云うものの、いつまでもさけて通ることも出来ず、花の様子などにも少しばかり変異が
あるので気になっていたが、今回、福井県植物研究会の榎本博之・阪本英樹両氏の観察によって興
味深い事実が分かったので紙上をかりて報告しておきたい。

その前に現在どのようなクロユリの花の色が紹介されているのか見てみよう。

その他多くの高山植物図鑑にそれぞれ特長のある写真が掲載されているが、なかでも奥山春季の
執筆になる「原色日本野外植物図譜2（夏・高山植物）」（誠文堂新光社，1983）には、堂々たるク
ロユリの写真がのっている。

クロユリの花色は、各図鑑や図譜では紫褐色又は黒紫色などと簡単に表現されているようである。

図1.　  「原色北陸の花」（熊木義房著，
北国出版社，1980）所載のもの。
色、形ともに特長があり、白山
を代表する加賀の花としての時
代的な風格を感じさせる.

図2.　  「原色新日本高山植物図鑑（II）」
（清水建美著，保育社，1983）。
この図はよくとれていて、現在
の各図鑑に掲載されているクロ
ユリの花の特徴を代表的に表現
していると考えられる.

図3.　  「福井県植物図鑑①福井の野草
（上）」（福井県植物研究会著，福
井県，1997）。福井県と岐阜県と
の県境付近にみるタイプである.

―  13  ―

ISSN 2186 -1137� Bulletin of the Fukui Botanical Garden No. 8：13 -16, 2018
福井総合植物園紀要 第 8 号 13 -16, 2018年



花冠の色の他にこの花弁には紫褐色の網目状の脈（斑）がびっしりと敷かれており、この存在が花
冠の色をより複雑にしているのかもしれない。クロユリは各地の資料によると、白山、木曽の御岳、
駒ケ岳、白馬岳、月山、立山、八ヶ岳などの諸高山に見られるようである。

ここでクロユリの学名について少々ふれてみたい。牧野富太郎は植物研究雑誌の第8巻4号に木曽
駒ケ岳の小型のものにシナノクロユリvar. keisukei Makino、黄花をつける北海道産のものにキバナ
クロユリvar. flavescens Makinoと命名しており、奥山春季はキバナクロユリは木曽御岳にも群生し
ているとしている。

最近出版された「改訂新版日本の野生植物 I 」（平凡社，2015）では、舘脇　操・河野昭一によっ
て、北海道以北の3倍体のものはクロユリ又はエゾクロユリとされ、北海道や日本内地の高山の2倍
体のものはミヤマクロユリvar. keisukei Makinoとして区別されたとしている。また、清水建美はキ
バナクロユリをf. flavescens (Makino) T. Shimizuとしている。

以上のことから考えると、さきの図1、2、3はミヤマクロユリということになろう。
もう一つ紹介したいのは、図4、5、6である。これは2010年に文一総合出版から出された新井和

也の「日本の高山植物400」（文一総合出版，2010）に収められたものであるが、このクロユリのペー
ジの中にミヤマクロユリの花色変異がすべて含まれている。図4はまさにキバナクロユリである。
これはキバナクロユリという名は時おり目にするが、実物と考えられるものは、これ以外にはあま
り見たことはない。

図5は花被片の内面が緑色を帯びていること、図6はミヤマクロユリの紫黒色の濃いもので、内面
は光線の具合もあろうがほとんど黒色に近いようである。そしてもう一つは図7である。これは谷
口引一・三上日出夫共著による「北海道植物教材図鑑」（北海道新聞社，1997）所載のものであって、
花被の外側が黄色で内面は濃い紫黒色という、珍しい花色である。この図6と7はともに北海道産の
ものであり、エゾクロユリの疑いもないわけではない。

そして最後に本論に入ることになる。前おきが長くなって大変恐縮だが、今回確認された福井県
大野市の岐阜県境付近の図8、9、10は花冠の内面は白黄色でほとんど白色であるといってよく、花
被片の基部のみ紫褐色をおび、さらに花被片の内面につく網目状の斑点がほとんどなく、片の縁に
わずか認められること、さらに内面に紫黒色の縦脈もなく、その代わりに白色の数条の目立った隆
起があることである。この特徴は特記すべきことであると思われる。

以上述べてきたようにミヤマクロユリの花色や隆起脈と網目状の斑点の変異の多様性についての
今後の研究に期待してこの報告を終わりとしたい。尚、図11は牧野富太郎が白山で採集したクロユ
リの標本の写真である。

図4. 図5. 図6. 図7.
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参考文献
（クロユリについてはいろいろな図鑑に記述あるいは図示されているが主なものを記しておく。）
新井和也．2010．日本の高山植物400．320 pp．文一総合出版，東京.
福井県植物研究会．1997．福井県植物図鑑①福井の野草（上）．276 pp．福井県，福井.
熊木義房．1980．原色北陸の花．238 pp．北国出版社，石川.
Makino, T. 1932. A contribution to the knowledge of the flora of Nippon. J. Jap. Bot. 8 （4）: 23-26.
長野県植物誌編纂委員会（編）．1997．長野県植物誌．xx + 1735 pp．信濃毎日新聞社，長野.

図8.　全景.

図9.　花冠の内面.

図10.　花冠の外面.

若杉：クロユリ （広義） の花の多様性について
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奥山春季．1983．原色日本野外植物図譜2（夏・高山植物）．621 pp．誠文堂新光社，東京.
清水建美．1983．原色新日本高山植物図鑑（II）．395 pp．保育社，東京.
谷口引一・三上日出夫．1997．北海道植物教材図鑑．285 pp．北海道新聞社，北海道.
田村　実．2015．クロユリ．大橋広好・門田裕一・木原　浩・邑田　仁・米倉浩司（編），改訂新

版日本の野生植物 1．p. 170．平凡社，東京.

図11.　牧野富太郎が白山で採集したクロユリの標本.

福井総合植物園紀要　第 8 号，2018年

―  16  ―



1 Aono 15-14, Echizen-cho, Nyu-gun, Fukui 916-0152, Japan
2 Koguro-machi 1-3-35-5, Sabae-shi, Fukui 916-0028, Japan
3 Toyoshima 1-8-3, Fukui-shi, Fukui 910-0857, Japan
4 Fukui Botanical Garden, Asahi 17-3-1, Echizen-cho, Nyu-gun, Fukui 916-0146, Japan

Susumu AOKI, Akiho KURODA and Takao WAKASUGI: Note on the flower of Albizia julibrissin Durazz. 
var. julibrissin f. albiflora J. Ohara

1 〒916-0152 福井県丹生郡越前町青野15-14
2 〒916-0028 福井県鯖江市小黒町1-3-35-5

3 〒910-0857 福井県福井市豊島1-8-3
4 〒916-0146 福井県丹生郡越前町朝日17-3-1 越前町立福井総合植物園

青木　進 1・黒田明穂 2・若杉孝生 3, 4

シロバナネムノキの花

Albizia julibrissin Durazz. var. julibrissin f. albiflora J. Ohara シロバナネムノキ（マメ科ネムノキ属：
図1, 2）が福井県越前町六呂師の山間で、著者の一人青木　進によって確認され、2011年発刊の「福
井の樹木」に発表された。本品種は現在のところ、本県と長野、愛知、岐阜県以外にはあまり記録

図1, 2.　シロバナネムノキ Albizia julibrissin Durazz. var. julibrissin f. albiflora J. Ohara （福井県越前町六呂師）．
図3.　　ネムノキ Albizia julibrissin Durazz. var. julibrissin（福井県越前町六呂師）．図4.　ネムノキの未開花序
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が無いようである。基本種である紅色の花をつけるものとの違いは、おしべの色以外にはとくに無
いと思われる。丸いボンボリのような球形の紅色の花は花弁ではなく、多くのおしべの集りである
ことは知られているようであるが、では、花弁（花びら）はどうかというと、これはあまり知られ
ていないようである。花弁は緑色で小さく、萼もまたさらに小さく緑色である（図6）。また、めし

図5.　ネムノキの花（花の長さ38 mm）．
図6.　ネムノキの花弁と萼の拡大ともに先端は浅く5裂．
図7.　ネムノキの雌しべ（35 mm）．
図8.　ネムノキの子房部分の拡大．

福井総合植物園紀要　第 8 号，2018年
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べはおしべの集りの中程にあり、おしべより長く突き出ていて、先端はわずかにふくらんだ盤状の
柱頭となっている（図9）。

多数のおしべに囲まれためしべ、このめしべの状態は何故かどの本にもあまりくわしくは記され
ていない。そこでこの機会に参考までに花の様子を不充分ではあるが図示しておいた。

参考文献
大橋広好・門田裕一・邑田 仁・米倉浩司・木原 浩（編）．2016．改定新版　日本の野生植物2．

381pp．平凡社，東京
大原準之助．1985．新品種数種について．植物地理・分類研究 33（2）: 72.
越前町立福井総合植物園（編）．2011．行幸啓記念　福井の樹木―福井県樹木誌―．317 pp．越前町，

福井．
長野県植物誌編纂委員会（編）．1997．長野県植物誌．xx + 1735 pp．信濃毎日新聞社，長野．

図9.　ネムノキの柱頭．
図10.　ネムノキの葯.

青木・黒田・若杉：シロバナネムノキの花

―  19  ―



福井県植物研究小史   Ⅰ

はじめに
本県の植物について、初めにまとまったものとして刊行されたものは昭和８年に福井県によって出
版された「福井縣生物目録」の中の１部である植物之部（pp. 82）である。この書を中心的にまと
めたのは当時京都大学の嘱託であった田代善太郎であることはよく知られているが、彼を支えて福
井県の植物を明らかにしていった多くの郷土の研究家がいたことを忘れてはならない。その研究家
としては、堀　芳孝、今井長太郎、細井與三右衛門、他多くの名前が残っている。大正の時代から
活躍していた彼らの仕事を調べることによって福井県の植物相がどのように解きあかされてきたか
も分かってくる。当時は現代の研究家のように恵まれた環境ではなかった。研究にとって非常に不
遇で困難な時代にどう活動してきたかを明らかにすることが必要であると痛感して、このかくれた
本草家たちの業績と生涯をまとめておきたいと思う。

第一部

第一部では堀　芳孝の唯一の自著を復刻しておきたい。堀の名によるこの書は珍しいものである。
当時の印刷事情としては、手書きのガリ版刷りが精一杯であったようで、原書をそのまま復刻すべ
きか迷ったが、時がたっているので字がうすくなり読みづらいため複写し直した。そのさい、時代
を反映させるべく、すべて原文のままとし、訂正は最小限にとどめてある。当然旧仮名づかいであ
り、植物名や科名も当時のままで、植物界の事情を知る手がかりともなると考えた。以上の点を了
解していただきたい。

堀　芳孝氏の略歴
旧制　県立福井中学校教諭（生物担当）
新制　福井市立光陽中学校長（昭和24年～32年）
福井市立自然史科学博物館　初代館長（昭和27年～38年）

若杉孝生 1, 2

1 Fukui Botanical Garden, Asahi 17-3-1, Echizen-cho, Nyu-gun, Fukui 916-0146, Japan
2 Toyoshima 1-8-3, Fukui-shi, Fukui 910-0857, Japan

Takao WAKASUGI: History of research on plants in Fukui Prefecture Ⅰ

〒916-0146　福井県丹生郡越前町朝日17-3-1 越前町立福井総合植物園
〒910-0857　福井県福井市豊島1-8-3
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復刻  福井縣  越前植物誌
1931
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隠　 花　 植 　物
羊　 歯　 植 　物

羊  　歯  　類
眞 嚢 羊 歯 類

ハナヤスリ科
オホハナワラビ 飯降山、宮谷
フユノハナワラビ 西安居、夜叉嶽、永平寺、黒河山
コハナヤスリ 雄島、安島、三里山（細井氏）

小嚢羊歯類
ゼンマイ科
ゼンマイ

ウラジロ科
ウラジロ 敦賀、日野山、足羽山、文殊山、三里山、大徳山、鬼嶽、別司峠、松原
コシダ 黒河山

ツルシノブ科
ツルシノブ（カニクサ）

コケシノブ科
コケシノブ 淨法寺山
コウヤコケシノブ 淨法寺山

ミヅワラビ科
ミヅワラビ 味眞野村、岡保村、西藤島村、三國、六條村

ウラボシ科
イハデンダ 谷峠、夜叉嶽、永平寺、清水谷峠、淨法寺山、松ヶ嶽、経嶽
イヌガンソク
クサソテツ
カウヤワラビ
コタニハタリ 下打波、文殊山、金谷、砥山、淨法寺山、四ヶ浦、永平寺、木芽峠、佛原、広野
トラノオシダ
シケシダ
ミヤマシケシダ 飯降山、夜叉嶽、淨法寺山、劍岳、黒河山
シケチシダ 永平寺、豊原
イヌワラビ
ヘビノネゴザ 黒河山、鷲嶽、一乗山、夜叉嶽、淨法寺山、飯降山
ヒロハイヌワラビ 足羽山、劍岳、平等、夜叉嶽、敦賀、東鯖江
サトメシダ 劍岳、木芽峠、足羽山、豊原、黒河山、飯降山、永平寺
オホサトメシダ 日野山、鬼嶽、三里山、飯降山
ヌリワラビ 荒島嶽、劍岳
ホソバイヌワラビ 文殊山、金﨑、三里山、東鯖江
シラネワラビ 夜叉嶽、荒島
クジヤクシダ
ワラビ

越前植物誌
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キノモトサウ
オホバヰノモトサウ
イワガネサウ
イワガネゼンマイ
タチシノブ
キジノヲシダ 足羽山、日野山、金﨑、黒河山
オホキジノヲシダ 足羽山、金﨑
ヤマソデツ 部子山、夜叉嶽、谷峠、荒島、経嶽、黒河山
マメヅタ 大虫
オシヤグジデンダ 永平寺、落井、広野
ノキシノブ
ヒメノキシノブ 下打波
ミヤマノキシノブ 下打波
ミツデウラボシ 廣野、黒河山
ホテイシダ 二ツ屋ノ谷
ヒメサジラン 上戸口（細井氏）
フモトシダ 菖蒲谷、足羽山、木芽峠、東鯖江、大安寺村
コバノイシカグマ 足羽山、黒河山、社村若杉
イヌシダ
ホラシノブ
オホバシヨリマ 夜叉嶽
ヒメワラビ
イワヒメワラビ
オホヒメワラビ 永平寺
オクマワラビ
クマワラビ
ベニシダ
ヒロハベニシダ 東鯖江
ミヤマベニシダ 劍岳、夜叉嶽、黒河山
サイゴクベニシダ 鷲岳
イノデ
サガゲツヤナシヰノデ
ツヤナシイノデ
オシダ（メンマ） 谷峠、黒河山
ヒメシダ
オホヒカゲワラビ 永平寺、飯降山
イタチシダ
ミヤマイタチシダ 夜叉嶽、黒河山
ヒメカナワラビ 松ヶ嶽
ホソバカナワラビ 敦賀、一乗山
ヤブソテツ
オニヤブソテツ
ヒロハヤブソテツ 大野郡谷戸口
シシラン 宅良村
ヂウモンヂシダ
ヤハラシダ 金﨑、黒河山、飯降山
ゲジゲジシダ
イワヘゴ 永平寺、豊原
ハリガネワラビ
ナラヰシダ 部子山、東鯖江、下新庄、岡本山、夜叉嶽、黒河山
リヤウメンシダ
ミゾシダ
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ホシダ
カラクサシダ 和田山
イワヤシダ 下打波
ウラボシノコギリシダ 脇、鷲嶽
ノコギリシダ 上戸口（細井氏）
シノブカグマ 谷峠、部子山、夜叉嶽
イブキシダ 田屋、上戸口（細井氏）、上宇坂
キヨタケシダ 黒河山
オホバノハチジヤウシダ 上戸口（細井氏）、金﨑、永平寺
オホヒメワラビモドキ 鷲嶽

水生羊歯類
サンシヨウモ科
サンシヨウモ
アカウキクサ

木　賊　類
眞性木賊科
スギナ
イヌスギナ
イヌトクサ

石　松　類
ヒカゲノカヅラ科
ヒカゲノカヅラ
トウゲシバ
ホソバトウゲシバ 夜叉嶽
ウチハマンネンスギ 部子山、荒島嶽、黒河山

イハヒバ科
イハヒバ 日野山、一乗山、松ヶ嶽、杣山
クラマゴケ

顕　花　植　物
裸　子　植　物

イチヰ科
ハイイヌガヤ 飯降山、菖蒲谷
カヤ
イヌガヤ
テヤボガヤ 一乗山、飯降山、菖蒲谷
イチヰ 部子山

マツ科
アカマツ
クロマツ
ヒメコマツ 夜叉嶽
モミ
ツガ
アスナロ 木芽峠
ネヅミサシ 三里山、足羽山、日野山、松ヶ嶽、大徳山、戸口山、河和田、和田山
ハイネヅ 海岸
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被　子　植　物
單 子 葉 植 物

ガマ科
ガマ 春江

ミクリ科
コミクリ 新横江村、大野町
ミクリ

ヒルムシロ科
ヒルムシロ
オヒルムシロ
ヤナギモ
エビモ
イトモ 木田
ササバモ 北府、神山村、福井市

イバラモ科
イバラモ 中野、下文殊村、大野町
ホツスモ 今立郡宮谷
オモダカ科
クワイ
オモダカ
アギナシ
ウリカハ
ヘラオモダカ 芦原、六呂師原、出口、塚原野、新横江村

トチカガミ科
ミヅオホバコ
トチカガミ
セキシヨウモ
クロモ 東鯖江
ヤナギスブタ 今立郡宮谷、本堂

禾本科
ナルコビエ
スズメノヒエ
チゴザサ
ヌカキビ
ノビエ（イヌビエ）
ミズビエ（クマビエ）
イヌアハ 長畝村
タビエ
メシヒバ
アキメシヒバ
コメシヒバ
ヌメリグサ 長畝村、粟野、笏谷、新横江村、大野町
ハイヌメリ 大野町、長畝村
カリマタガヤ 米脇、粟野
チガヤ
ヲギ 安波賀
ススキ
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カリヤス
テウセンカリヤス 豊原、岡本山、一乗山、足羽山
アシボソ
ササガヤ
カモノハシ 粟野
ケカモノハシ
アブラススキ
ミヤマアブラススキ
メガルカヤ 米脇、平岡山、篠岡
コブナグサ
ヲガルカヤ 平岡山、米脇、飯降山
ウシクサ 三里山、安島、田所
シバ
トダシバ
ケトダシバ
チヂミザサ
コチヂミザサ
エノコログサ
キンエノコロ
ムラサキエノコロ
オホエノコログサ 安波賀
チカラシバ
アヲチカラシバ 広野、大和田、東鳥羽
マコモ
サヤヌカグサ 大野町、新横江村、長畝村
クサヨシ
ネズミガヤ
オホネズミガヤ 荒島嶽
イブキヌカボ 髙橋、大徳山
スズメノテツポウ
ネズミノラ
ヒエガヘリ 別司峠、神保
ノガリヤス 荒島嶽
サイトガヤ
ヤマアワ 松原
ヌカボ
カニツリグサ
カラスムギ
ヨシ
ツルヨシ
カゼクサ
ニハホコリ
オホニハホコリ
コメガヤ
ヒメコバンサウ
カモガヤ 泥原神保、木田
ドヂヤウツナギ
ムヅオレグサ
イチゴツナギ
ナガハグサ 六呂師原、光明寺、泥原神保
オホイチゴツナギ
ミゾイチゴツナギ
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スズメノカタビラ
ネマガリタケ
チマキザサ
ナギナタガヤ
タツノヒゲ 荒島嶽
オニシバ
ササクサ
トウササクサ 脇
ホガヘリガヤ 黒河山
トボシガラ
ウシノケグサ
ヤマカモヂグサ 別司峠、黒河山
キツネガヤ
スズメノチヒヤキ
カヅノコグサ 泥原神保
ギヤウギシバ
オヒシバ
カモヂグサ
タチカモヂグサ 別司峠
オカメザサ
スズダケ 経嶽
メダケ
ネザサ
ヤダケ 足羽山、大野町、菖蒲谷
ウシノシツペイ 敦賀
ナリヒラダケ
ヤシヤダケ 広野
マダケ
タキキビ 平吹　文室
ドクムギ 米脇
イハタケサウ 荒島嶽
ハマニンニク 四ヶ浦、松原

カヤツリグサ科
ヒンヂガヤツリ
カハラスガナ
アゼガヤツリ
コアゼガヤツリ 下新庄、鍬掛
ミヅガヤツリ
カヤツリグサ
タマガヤツリ
コゴメガヤツリ
ウシクグ
ハマスゲ
チヤガヤツリ
ハナビゼリ 松原
ヒメクグ
ホタルヰ
サンカクヰ 塚原野、出口、新横江村
シカクヰ 今立郡宮谷
アブラガヤ
アイバサウ
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コマツカサススキ 水落
マツバヰ 三国
ハリヰ
クログワイ 帆谷、篠岡
テンツキ
ヒデリコ
アゼデンツキ
コアゼデンツキ 広野
ヤマヰ
ビラウドテンツキ
ササノハスゲ
ヒメテンツキ
タガネサウ
コウバウムギ
コウバウシバ 松原
シホクグ 松原
イヌノハナヒゲ 松原
ハタガヤ
タチスゲ 広野、上淨法寺、今立郡宮谷
アゼスゲ 上大虫、今立郡宮谷
カンスゲ
オクノカンスゲ 飯降山
ヒメカンスゲ 淨法寺山
ヤチカハズスゲ 淨法寺山
アヲスゲ
キスゲ 夜叉嶽
シラスゲ 深谷
ヒメシラスゲ 下淨法寺
タヌキラン 淨法寺山
マスクサ
ヤハラスゲ
ジユズスゲ
ヒゴクサ
エナシヒゴクサ 横越（今立郡）
ガウソ 味眞野村、細呂木村、大桐、深谷、大虫
ホンモンヂスゲ 淨法寺山
カハラスゲ
ナルコスゲ 永平寺
キンキカサスゲ
カサスゲ
ミノボロスゲ 荒島嶽
イトスゲ 雄島
ノテンツキ 荒島嶽
コシンヂユガヤ 今立郡宮谷（細井氏）
ヒカゲスゲ
ナキリスゲ
コジユズスゲ 東鯖江

テンナンセウ科
シヤウブ
セキシヨウ
ザゼンサウ 劍岳、上打波
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テンナンセウ
マムシグサ
ヒロハテンナンセウ 三里山、淨法寺山
ウラシマサウ 岡本山
カラスビシヤク

ウキクサ科
ウキクサ
アラウキクサ

ホシクサ科
ホシクサ 南江守、粟野、大野町
イヌノヒゲ 田所、今立郡宮谷

ツユクサ科
ツユクサ
イボクサ
ヤブメウガ 東勝原、永平寺

ミツアホヒ科
ホテイアホヒ 福井（移出）
ミヅアホヒ 芦原、高椋村
コナギ

ヰ　科
ホソバカウガイゼキシヤウ 谷峠、塚原野、黒河山、松原
ハナビゼキシヤウ
クサヰ
カウガヒゼキシヤウ 飯降山
ドロヰ 四ヶ浦、厨
コモチカウガイゼキシヤウ 敦賀、新横江村
ヰ
スズメノヤリ
ヌカボシサウ
ヤマスズメノヒエ

ユリ科
チゴユリ
ハウチヤクサウ
エンレイサウ 夜叉嶽、荒島嶽、経嶽、和田山、部子山、黒河山
ヤブラン
ヒメヤブラン 三国
タケシマラン 経嶽
シヤウジヨウバカマ
ノギラン
マイヅルサウ 経嶽、部子山、荒島嶽
リウノヒゲ
ツルボ
ササユリ
コオニユリ 松原、東勝原、夜叉嶽、松ヶ嶽
ヤマユリ
ノビル
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アサツキ 敦賀郡神保
ラツキヤウ
コバイモ 大徳山（細井氏）
ユキザサ 経嶽、夜叉嶽、荒島嶽、部子山、黒河山
タマガハホトトギス 谷峠、夜叉嶽、西勝原
ヤマヂノホトトギス
シユロサウ 日野山、鬼嶽、別司峠、黒河山
ハイケイサウ 経嶽（細井氏）、荒島嶽
アヲヤギサウ 荒島嶽
ツクバネサウ
ウバユリ
オホバギボウシ 荒島嶽、黒河山、日野山、飯降山、菖蒲谷
イハギボウシ
ミズギボウシ
イハシヨウブ 日野山
シホデ
タチシホデ
サルトリイバラ
サルマメ 塚原野、飯降山
ヤマガシウ 松ヶ嶽
トゲナシヤマガシウ 永平寺
クサスギカヅラ
アマドコロ
ナルコユリ
ミヤマナルコユリ
キチヂヤウサウ 金﨑
オモト 金﨑（金粕氏）
ヤブクワンザウ
ノクワンザウ 夜叉嶽
ヒメクワンザウ 夜叉嶽
カタクリ

ヒガンバナ科
マンヂユシヤゲ
キソネノカミソリ
ハマオモト 棗村ニアリト

ヤマノイモ科
ヒメドコロ
ヤマノイモ
タチドコロ
オニドコロ
キクバドコロ
モミヂドコロ

イチハツ科
カキツバタ
シヤガ
ヒアフギ 鷲嶽
ヒメシアガ 黒河山

シヤウガ科
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メウガ

ラン科
ツチアケビ 敦賀
カキラン
サハラン 今立郡宮谷、六呂師原
サイハイラン 上戸口、一乗山
ナツエビネ 夜叉嶽
セキコケ 杣　山
キンラン
ネヂバナ
ヒメケイラン 淨法寺山
セイタカスズムシ 淨法寺山
シユンラン
ヤマサギサウ
オホバノトンボサウ
ホザキイチヤウラン 荒島嶽
ミヤマウヅラ 笹谷（丹生郡）、三里山、糸生村葛野、平泉寺

雙　子　葉　植　物
離　瓣　花　類

ハンゲシヤウ科
カタシログサ
ドクダミ

チヤラン科
フタリシヅカ
ヒトリシヅカ 経嶽

ヤナギ科
ヤマナラシ（ハコヤナギ）
シダレヤナギ
コリヤナギ
キヌヤナギ
シロヤナギ 安波賀
ヂヤヤナギ
コゴメヤナギ
イヌコリヤナギ
ネコヤナギ
オホネコヤナギ
キツネヤナギ
タチヤナギ 北中山村、大野町
アカメヤナギ
カハヤナギ 大野町

ヤマモモ科
ヤマモモ 西方嶽

クルミ科
オニグルミ
サワグルミ 淨法寺山、黒河山
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カバノギ科
クマシデ 広野、松ヶ嶽、部子山、荒島嶽、木芽峠
アカシデ
イヌシデ
サハシバ（サハシデ） 木芽峠、経嶽、部子山、松ヶ嶽、劍岳、淨法寺山
ツノハシバミ
ダケカンバ 経嶽、荒島嶽、部子山
ヨグソミネバリ 黒河山、広野、木芽峠
ヤマハンノキ（メハリノキ） 荒島嶽、光明寺川原
ヤハズハンノキ 経嶽、部子山、夜叉嶽、荒島嶽
ヤシヤブシ 天筒山
ヒメヤシヤブシ
オホバヤシヤブシ 天筒山、黒河山

ブナ科
ブナノキ 淨法寺山、荒島嶽、部子山、松ヶ嶽、大徳山、飯降山
クリ
ツブラジヒ 金﨑、足羽山、常宮
カシハ
ナラガシハ
アベマキ 足羽山、黒河山、松原、岡本山、飯降山
ミズナラ
コナラ
アカガシ 足羽山、大徳山、黒河山
ウラジロガシ 永平寺、平等、黒河山、金﨑
ツクバネガシ 黒河山
アサダ 大徳山
シラカシ（ホソバカシ）

ニレ科
ケヤキ
エノキ
エゾエノキ 岩屋、永平寺、上庄村、佛原、飯降山
ムクノキ 文殊山、大徳山
オヒヨウ 東勝原、岩屋、経嶽

クハ科
クハクサ
ヤマグハ
カウゾ
カヂノキ
イタビカヅラ
カナムグラ
カラハナサウ 上板取

イラクサ科
イラクサ
カテンサウ
ムカゴイラクサ 部子山、黒河山、飯降山
ミヤマイラクサ 一乗滝、劍岳、下打波、永平寺、夜叉嶽
ミズ
ミヤマミズ 永平寺、夜叉嶽
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アヲミズ 日野山
ウハバミサウ
カラムシ
メヤブマヲ 黒河山
ヤブマヲ
アカソ
コアカソ

ビヤクダン科
ツクバネ
カネビキサウ

ヤドリギ科
マツグミ 豊原、松原、志比堺
ヤドリギ 志比堺
オホバヤドリギ 黒河山

ウマノスズクサ科
マルバカンアフヒ一種 飯降山
ウマノスズクサ 光明寺、上庄村
カンアフヒ
カモアフヒ（フタバアフヒ） 野坂山

タデ科
ギシギシ
マダイワウ 陣岡、六呂師、今立郡宮谷
スイバ
ヒメスイバ 松原、三里浜
イヌタデ
ハナタデ 飯降山、一乗山
オホイヌタデ
ボントクタデ 安波賀
オホネバリタデ 岩屋、黒河山
ネバリタデ 飯降山、村国山、上戸口、平岡山
ウラジロサナヘタデ 足羽山
ヤナギタデ
ムラサキタデ
シロバナサクラタデ 飯降山、長畝村
サクラタデ
オホケダテ（野化セルモノ？） 教善
ヤナギヌカボ 夜叉嶽
ハルタデ
ミゾソバ
オホミゾソバ 夜叉嶽
タニソバ 岩屋、荒島嶽、飯降山
ミヤマタニソバ 荒島嶽
アキノウナギツカミ
ヌノネグサ 大野町、新横江村、豊原
ヌカボタデ 淨教寺
イシミカハ 髙橋
トゲソバ
イタドリ
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ツルドタダミ 粟田郡
ミズヒキグサ
シンミズヒキ
ミチヤナギ

アカザ科
アカザ
コアカザ 敦賀
カハラアカザ 松原
ハマアカザ 東尋坊
ヲカヒヂキ 松原、三里浜、東尋坊

ヒユ科
イスビエ
ヰノコヅチ
ヤナギイノコヅチ 足羽山
アヲビユ 敦賀町、東鯖江、北府

ヤマゴボウ科
ヤマゴボウ
ヤウシユヤマゴバウ 葛原

ツルナ科
ツルナ 朝日（大野郡）
ザクロサウ

スベリヒユ科
スベリヒユ

石竹科
ハコベ
ウシハコベ
ミヤマハコベ 夜叉嶽
サハハコベ 淨法寺山
ノミノフスマ
オホヤマハコベ 夜叉嶽
ミミナグサ
ツメクサ
ノミノツヅリ 三里浜
マンテマ 三里浜
ムシトリナデシコ 三里浜、野化大群落（金粕氏）
スイセンノウ
ナンバンハコベ 一乗山、飯降山
フシグロ 下志比村、岡本山、広野、飯降山
フシグロセンノウ
カハラナデシコ

ヒツヂグサ科
ジユンサイ 荻野村
カハホネ

マツモ科
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マツモ

カツラ科
カツラ 一乗山

フサザクラ科
フサザクラ 下打波、東勝原、上庄村

ヤマグルマ科
ヤマグルマ 黒河山

ウマノアシガタ科
ヤマシヤクヤク 大佛寺山
ヒメウヅ
ワウレン
ルイエウシヤウマ 夜叉嶽
サラシナシヤウマ 野坂山、夜叉嶽、部子山、黒河山、木芽峠、松ヶ嶽、金﨑、飯降山
オホバシヨウマ 部子山、上打波、下打波、谷戸口、飯降山
イヌシヨウマ 菖蒲谷、野坂山
トリカブト 木芽峠、経嶽、部子山、荒島、岡本山
ヤマトリカブト 夜叉嶽
オキナグサ 城山、経嶽、塚原野、朝日、六呂師原、上庄村
キクザキイチリンサウ
ニリンサウ
シウメイギク
センニンサウ
ボタンヅル
ハンシヨウヅル 松ヶ嶽、飯降山、夜叉嶽
トリガタハンシヨウヅル 部子山
クサボタン
セリバワウレン 丸岡
ウマノアシガタ
ウメバチモ（バイカモ） 五郎丸、定次、杣山
キツネノボタン
タガラシ
アキカラマツ
カラマツサウ 部子山、深谷
ミツバワウレン 経嶽（細井氏）
オトコゼリ 蕨生
ミスミサウ 松ヶ嶽、金﨑
スハマサウ 松ヶ嶽
ノカラマツ？ 三里浜

アケビ科
ミツバアケビ
アケビ
ゴエウアケビ
ムベ 吉波、雄島

メギ科
シロバナイカリサウ
イカリサウ
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サンカエウ 経嶽、荒島嶽
ルヰエウボタン 淨法寺山、下打波
メギ 文殊山、野坂山、磯部、城山、経嶽
ウラジロメギ 黒河山

ツヅラフヂ科
アヲツヅラフヂ
オホツヅラフヂ 上庄村、松ヶ嶽、部子山、広野
カウモリカヅラ 福井市、水海、飯降山

モクレン科
ホウノキ
コブシ
タムシバ 松ヶ嶽、三里山、岡本山、金﨑、谷峠、夜叉嶽
ミキミ 夜叉嶽
サネカヅラ 一乗山、長畝村、三里山、足羽山、文殊山、日野山、岡本山、村国山、

深谷、三国、丸岡、吉野嶽、城山、大徳山、金﨑、淨法寺山、鷲嶽
マツブサ 部子山、松原、別司峠

クス科
ヤブニクケイ 雄島、三国、金﨑、厨
タブノキ 雄島、安島、三国、四ヶ浦、鮎川、金﨑、松原、常宮
クロモヂ
シロモヂ 東勝原、下打波、黒河山
ダウカンバイ 岡本山、三里山、日野山、文殊山、部子山、夜叉嶽、大徳山、城山、

劍岳、大佛寺山、淨法寺山、荒島嶽、木芽峠、飯降山
アブラチヤン 部子山、京善、淨法寺山、荒島嶽、黒河山、木芽峠、飯降山
カナクギノキ 野坂山、黒河山
ヤマカウバシ 足羽山、三里山、岡本山、飯降山、文殊山、日野山、松ヶ嶽、木芽峠、別司峠
シロダモ

ケシ科
クサノハウ 広野、東鯖江、長畝村
タケニグサ 足羽山、淨教寺、別司峠
ムラサキケマン
キケマン 安島
ミヤマキケマン 田所、淨法寺山、宇津尾
ヤマエンゴサク 大虫、川上、永平寺

十字科
ワサビ
イヌガラシ
オランダガラシ
スカシタゴボウ
タネツケバナ
ミヅタガラシ 松原
ジヤニンヂン 大佛寺山、淨法寺山、経嶽
タデノウミコンロンサウ 経嶽
ナヅナ
イハハタザオ 淨法寺山、厨
ハマハタザオ
シロイヌナヅナ 下志比村（吉田氏）
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ツルタガラシ 清水頭

イシモチサウ科
モウセンゴケ 鬼嶽、日野山（平吹）、今立郡宮谷、黒河山、金津村、坪江村、細

呂木村滝、花房

ベンケイサウ科
ミツバベンケイサウ 松ヶ嶽、岩屋
ヒメレンゲ 劍岳
メノマンネングサ
ヲノマンネングサ 水海、松ヶ嶽、上淨法寺、城戸ノ内
マルバマンネングサ 劍岳、松ヶ嶽、金谷

ユキノシタ科
イハレンゲ 松ヶ嶽
アハモリシヨウマ 長畝村、菖蒲谷
トリアシシヨウマ
ダイモンヂサウ 夜叉嶽、荒島嶽、経嶽、部子山、別司峠
ヤグルマサウ 黒河山、部子山、木芽峠、谷峠、広野、上打波、荒島嶽
ユキノシタ 足羽山、豊原
フキユキノシタ 松ヶ嶽、広野
チヤルメルサウ 黒河山、南中山村
コチヤルメルサウ 大佛寺山、劍岳、淨法寺山、広野
モミヂチヤルメルサウ 黒河山
ネコノメサウ 東鯖江、福井市
ミヤマネコノメサウ
ウメバチサウ 野坂山
バイカウツギ 野坂山、淨法寺山、金﨑、上打波
ウツギ
ヒメウツギ 淨法寺山、広野
クサアヂサイ 下打波
サハアヂサイ
シバアヂサイ（コアヂサイ）
タマアヂサイ 荒島嶽、東勝原、西勝原、下打波、佛原、経嶽
ノリウツギ 黒河山、部子山、松ヶ嶽、淨法寺山、日野山、夜叉嶽、木芽峠、東鯖江、横越
イハガラミ
ゴトウヅル
ヤシヤビシヤク 部子山、夜叉嶽

トベラ科
トベラ 海岸各地

マンサク科
マルバマンサク
ヒウガミヅキ 鬼嶽、上大虫

バラ科
シモツケ 別司峠、松ヶ嶽、鷲嶽
ヤマブキシヨウマ 木芽峠、岩屋、谷峠、荒島嶽、黒河山、飯降山
クサボケ 金津
オホズミ 黒河山、金﨑
ズミ 荒島嶽、経嶽、松原、安島、飯降山
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ツシマナナカマド 荒島嶽、部子山、劍岳、木芽峠、文殊山、日野山
ナナカマド 足羽山、部子山、荒嶋岳、飯降山
オホナンキンナナカマド 三里山
ナンキンナナカマド
ウラジロノキ
カマツカ
ケナシカマツカ 三里浜、黒河山
アヅキナシ
ザイフリボク
ヤマブキ
ナハシロイチゴ
クサイチゴ
フユイチゴ
ミヤマフユイチゴ 永平寺、黒河山
マルバフユイチゴ 夜叉嶽、谷峠
コバノフユイチゴ 黒河山
ナガバノモミヂイチゴ
ニガイチゴ
マルバニガイチゴ 黒河山
バライチゴ 広野、下打波、経嶽、下志比村
ヒメバライチゴ 広野
クマイチゴ
ケクマイチゴ 永平寺、荒島嶽、飯降山
エビガライチゴ 岩屋、劍岳、荒島嶽、松ヶ嶽、黒河山、飯降山
カヂイチゴ 米脇、黒河山、細呂木町
ハスノハイチゴ 黒河山
ヘビイチゴ
ヲヘビイチゴ
ヤブイチゴ
キジムシロ
ミツバツチグリ 三里山、鬼嶽、黒河山
カハラサイコ 三里浜、松原
ダイコンサウ
シモツケサウ 荒島嶽、部子山、経嶽
オニシモツケ 荒島嶽
キンミズヒキ
キンミズヒキ一種
カライトサウ 夜叉嶽
ノイバラ
オホフデイバラ
ヤブイバラ
コバノテリハノイバラ
ハマナス 三里浜
ヤマザクラ
ケヤマザクラ 荒島、松ヶ嶽、金﨑、足羽山、岡本山、大徳山
エドヒガン 飯降山、大野町
ウハミズザクラ
キンキマメザクラ
イヌザクラ 黒河山

マメ科
ネムノキ
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サイカチ 稲津
ジヤケツイバラ 権世市野野、厨、鷲嶽
カハラケツメイ
ユクノキ 永平寺、広野、東中
ハネミイスエンジユ
クララ
ヌスビトハギ
フヂカンザウ 板垣坂
ヤハズサウ
ハギ
キハギ
ネコハギ
メドハギ
ハヒメドハギ 三里浜
クサネム
ウマゴヤシ 厨
シロツメグサ
アカツメグサ 上庄村、木田、福井市
オホバクサフヂ 飯降山
ツルフヂバカマ 新、光明寺
スズメノエンドウ
カラスノエンドウ
カスマグサ
ナンテンハギ 安島、松岡、東尋坊
ハマエンドウ
コマツナギ
ヤマフヂ
レンゲサウ
ミヤコグサ
クズ
ヤブマメ
ツルマメ
ノササゲ
ノアヅキ 夜叉嶽
トキリマメ 黒河山、金﨑、三里山、上庄村
ホドイモ 金﨑、永平寺
ヤブハギ
ヤブツルアヅキ 広野

フウロサウ科
フウロサウ
ミツバフウロ 佛原、一乗山
アカヌマフウロ 荒島嶽
ヒシウフウロ 厨、岩屋

カタバミ科
カタバミ
ミヤマカタバミ

ハマビシ科
ハマビシ 三里浜
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ヘンルウダ科
サンセウ
イヌサンセウ
カラスサンセウ 吉田郡丸山、飯降山、足羽山、金﨑、板垣坂、岡本山、黒河山
コクサギ 一乗山、永平寺、京善、三里山、日野山、菖蒲谷、松ヶ嶽、金﨑、深谷、

吉野嶽、飯降山
マツカゼサウ 金﨑、別司峠、部子山、深谷、永平寺、木芽峠、飯降山
キハダ 広野、黒河山
ハイシキミ 部子山、荒島嶽、日野山、経嶽、黒河山、飯降山、淨法寺山

ニガキ科
ニガキ 菖蒲谷、三里山、東尋坊、鬼嶽
ニハウルシ 福井市

センダン科
センダン 三国、四ヶ浦、鮎川、金﨑、厨
チヤンチン

ヒメハギ科
ヒメハギ
ヒナノカンザシ 今立郡宮谷（細井氏）

タカトウダイ科
トウダイグサ 敦賀
ヒメミカンサウ
エゾユヅリハ
ヤマアヰ 深谷、永平寺
アカメガシハ
エノキグサ
シラキ 平等、神保、黒河山
タカトウダイ 田屋、上庄村、塚原野、東尋坊、経嶽、今立郡宮谷
ハクサンタイゲキ 東尋坊
ナツトウダイ 黒河山、鬼嶽、別司峠、荻野村
コニシキサウ 鉄道沿線各地
ニシキサウ 飯降山、福井市
コバンノキ 黒河山

ミヅハコベ科
ミヅハコベ

ツゲ科
フツキソウ 下打波

ドクウツギ科
ドクウツキ 上下志比村、松ヶ嶽、上庄村、一乗山、経嶽

ウルシ科
ウルシ 松原、広野、宇津尾、飯降山
ヤマウルシ
ハゼ 野坂山、松原、粟野
ヤマハゼ 鷲嶽、足羽山、松原村、菖蒲谷
ツタウルシ
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ヌルデ

ソヨゴ科
ソヨゴ
クロソヨゴ 黒河山、日野山、淨法寺山、部子山、野坂山、荒島、経嶽、飯降山
モチノキ 金﨑、松原、常宮、篠岡
ヒメモチ 日野山、部子山、荒島、淨法寺山
イヌツゲ
タラエフ 永平寺、足羽山
アヲハダ
ウメモドキ
フウリンウメモドキ 夜叉嶽、黒河山

ニシキギ科
コマユミ
マユミ
ムラサキマユミ 松ヶ嶽、部子山、岩屋、荒島嶽、飯降山
ツリバナ 広野、上庄村、金﨑、黒河山
ツルマサキ
ツルウメモドキ
クロヅル 夜叉嶽、荒島嶽、谷峠
イワウメヅル 福井市

ミツバウツギ科
ミツバウツギ 三里山、丸岡町、飯降山、広野、鬼嶽、大野市深井
ゴンズイ 松原村、雄島、三里山、四ヶ浦、野坂山

カヘデ科
ハウチハカヘデ（メイゲツカヘデ）
ヒナウチハカヘデ 荒島嶽
コミネカヘデ（コバナカヘデ） 部子山、荒島嶽、経嶽、黒河山
コハウチハカヘデ
カヂカヘデ（オニモミヂ） 劍岳、経嶽
アサノハカヘデ 荒島
テツカヘデ 部子山、黒河山
ヒトツバカヘデ 日野山、荒島、夜叉嶽、部子山、経嶽、谷峠、淨法寺
ウリハダカヘデ
チドリノキ（ヤマシバカヘデ） 劍岳、大佛寺山、永平寺、一乗山、夜叉嶽、松ヶ嶽、荒島、部子山、経嶽
ウリカヘデ
イタヤカヘデ
メグスリノキ（チヤウヂカヘデ） 松ヶ嶽、永平寺、広野、金﨑、黒河山
ミツデカヘデ 下打波、飯降山
ヤマモミヂ
オホモミヂ
イロハモミヂ 劍岳
オホイタヤメイゲツ 夜叉嶽、黒河山

トチノキ科
トチノキ 夜叉嶽、勝原、上打波、木芽峠、経嶽、谷峠、朝日、下池田村、飯降山

ムクロジ科
モクゲンヂ（センダンバノボダイジユ） 鮎川、（群落アリト細井氏）
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アヲカヅラ科
アハブキ 広野、岡本山、黒河山、部子山、日野山
ミヤマハハソ 松ヶ嶽、木芽峠、黒河山、日野山、部子山

ホウセンクワ科
ツリフネサウ
キツリフネ 一乗滝、永平寺、荒島嶽、別司峠、岩屋、上戸口

クロウメモドキ科
クマヤナギ 淨法寺山、三里山、大野郡深井
ミヤマクマヤナギ 日野山、三里山、淨法寺山、鷲嶽、黒河山、飯降山
ヒロハクマヤナギ 別司峠、野坂山
クロウメモドキ
コバノクロウメモドキ 大佛寺山、劍岳、飯降山
キビノクロウメモドキ（アヲウメモドキ） 広野、夜叉嶽
イソノキ
ケンポナシ
ケケンポナシ 木芽峠、劍岳、鷲岳、一乗山、飯降山

ブドウ科
ヤマブドウ 部子山
エビヅル
ノブドウ
サンカクヅル（ギヤウヂヤノミヅ） 鬼岳、松原、黒河山
アマヅル（オトコブドウ） 松原
ヤブカラシ
ナツヅタ

シナノキ科
シナノキ 三里山、経嶽、部子山、広野
カラスノゴマ 一乗山、広野、京善、飯降山

サルナシ科
マタタビ
サルナシ 劍岳村、松ヶ嶽、部子山、黒河山
カコヅル 劍岳、劍岳村
ウラジロサルナシ 淨法寺山、松ヶ嶽、部子山、黒河山

ツバキ科
ヤブツバキ
ナツツバキ 日野山、谷峠、広野、黒河山、夜叉嶽、飯降山
ヒサカキ
サカキ 黒河山

オトギリサウ科
オトギリサウ
コケオトギリ 大野町
タニオトギリ 飯降山
アゼオトギリ 大野町
コオトギリ 大野
ヒメオトギリ
トモヘサウ 黒河山
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ミゾハコベ科
ミゾハコベ

スミレ科
スミレ
シロバナスミレ
エゾスミレ 下打波
シハイスミレ 新横江村、三里山、飯降山
スミレサイシン 金﨑、谷峠、夜叉嶽
アケボノスミレ 岡本村、夜叉嶽、上大虫、飯降山
イチゲキスミレ 黒河山
タチツボスミレ
ツボスミレ
アフヒスミレ

キブシ科
キブシ

ヂンチョウゲ科
ガンピ 日野山、金﨑、黒河山

グミ科
アキグミ 下志比村、三里浜、松原、大野町
マルバグミ 米脇、松原
ナハシログミ
ツルグミ 大徳山、出口、三里山、菖蒲谷
ナツグミ 出口、黒河山、下淨法寺

ミソハギ科
キカシグサ 粟野、大野町、新横江村
ミソハギ
ミヅキカシグサ 大野町

ウリノキ科
ウリノキ

アカバナ科
ヒシ 平井、福井市
チヤウジタデ
アカバナ
マツヨヒグサ
オホマツヨヒグサ
ミズマタサウ
ミズユキノシタ

アリノタウグサ科
ホザキノフサモ 五郎丸、木田村、福井市
タチモ
アリノタウグサ

ウコギ科
キヅタ
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ウコギ
ハリギリ
タカノツメ
コシアブラ
タラノキ
メダラ 松原、足羽山、三里山、飯降山
ウド
トチバニンヂン 部子山、経嶽、谷峠

サンケイ科
ツボクサ 三国
チドメグサ
ヤマチドメ 足羽山
ノチドメ
ミヤマチドメ 永平寺
ミツバ
ウマノミツバ 一乗山、永平寺、三里山
ヤブニンジン
ヤブジラミ
ウシノミツバ 金﨑、岡本山、三里山、永平寺
ヲヤブジラミ
ホタルサイコ 荒島嶽
ドクゼリ 経嶽
イブキゼリ 夜叉池、部子山、荒島嶽
カノツメサウ 三里山、野坂山
ヒカゲミツバ 下打波
セントウサウ
ムカゴニンヂン 谷峠、塚原野、黒河山
セリ
ハマゼリ 三里浜、東尋坊
タウキ 荒島嶽、経嶽
シシウド
タカヲキヤウカツ 永平寺、飯降山
ハマウド 米脇
シラネセンキユウ 谷峠、夜叉嶽、淨法寺山、田屋
ハマバウフウ
ノダケ
シヤク 一乗山、永平寺、村国

ミヅキ科
クマノミヅキ
ミヅキ
ヤマバウシ
アヲキ
ホソバアヲキ 菖蒲谷
ハナイカダ

合　 瓣　 花　 類
リヤウブ科
リヤウブ
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イチヤクサウ科
ウメガササウ 安島、三里山
イチヤクサウ
ギンリヤウサウ 三里山（細井氏）
シヤクジヤウサウ 三里山（細井氏）

シヤクナゲ科
ホツツヂ
シヤクナゲ 大燈山、𠀋競山、夜叉嶽、淨法寺山、経嶽、厨城山
ヤマツツヂ
オホコメツツヂ 淨法寺山、部子山、日野山、黒河山
ムラサキヤシヲツツヂ 夜叉嶽
レンゲツツヂ 飯降山、荒島嶽、今立郡宮谷
サイゴクミツバツツヂ
ウスギヤウラク 今立郡宮谷、日野山、三里山、金﨑
ベニドウダン 鬼嶽
サラサドウダン 夜叉嶽、黒河山
ハナヒリノキ 夜叉嶽、松原、黒河山、飯降山、経嶽
アセビ 野坂山、松原
ネヂキ
イハナシ 日野山、松ヶ嶽、足羽山、文殊山、三里山、鬼嶽、岡本山
アカモノ 谷峠、経嶽、荒島嶽
ケアクシバ
シヤシヤンポ 松原、野坂山
ナツハゼ
オホバスノキ 飯降山
ウスノキ
アクシバ 松原、飯降山
カクミノスキ 松原

イワウメ科
オホイワカガミ 文殊山、足羽山
イワカガミ 淨法寺山、部子山、日野山
イハウチハ 黒河山

ヤブカウジ科
ヤブカウジ

サクラサウ科
オカトラノヲ
ヌマトラノヲ
ハマボツス
コナスビ

カキ科
シナノガキ 黒河山、松原村
ヤマガキ

ハイノキ科
サハフタギ
タンナサハフタギ 三里山、飯降山
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エゴノキ科
エゴノキ
ハクウンボク 部子山、夜叉嶽、永平寺、黒河山、木芽峠、谷峠

モクセイ科
コバノトネリコ
マルバアヲダモ
イボタノキ

マチン科
アヰナヘ 今立郡宮谷、円津神社（細井氏）

リンダウ科
ツルリンダウ
リンダウ（ササリンドウ） 今立郡宮谷、田所
ハルリンダウ 鬼嶽
センブリ
アケボノサウ 黒河山、木芽峠、原
フデリンダウ 黒河山

ケウチクタウ科
テイカカヅラ
チヤウジカヅラ 上戸口、横越

ガガイモ科
スズサイコ 今立郡宮谷、東山（劍岳村）、飯降山
ガガイモ
イケマ
オホカモメヅル
フナバラサウ 三国、安島
タチカモメヅル 黒河山

ヒルガホ科
ヒルガホ
ハマヒルガホ 海岸、東鯖江
ネナシカヅラ 鍬掛、飯降山
マメダホシ
シロバナヒルガホ 金﨑

ムラサキ科
ヤマルリサウ
ハナイバナ 岩屋、淨法寺山、東鯖江、豊原
キウリグサ
ミヅタビラコ
タチカメバサウ 経嶽
スナビキサウ
オホルリサウ 黒河山

クマツヅラ科
ムラサキシキブ
ヤブムラサキ
ハマガウ
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クサギ
カリガネサウ 柳、上庄村

シンケイ科
キランサウ
ニガクサ
ツルニガクサ 飯降、永平寺、天筒山、三里山、東中
シソバタツナミサウ 飯降山、金﨑、経嶽、三里山、塚原野
ヤマタツナミサウ 三里山、平泉寺、
コバノタツナミサウ 足羽山、黒河山、菊野
ナミキサウ 四ヶ浦（細井氏）
カハミドリ 別司峠、永平寺、権世市野野、新横江村、豊原
ラシヤウモンカヅラ 永平寺、劍岳
カキドホシ
ウツボグサ
タテヤマウツボグサ 荒島嶽
ヂヤコウサウ 淨法寺山
オドリコサウ
ホトケノザ 別司峠、柳、境村、二ツ屋
メハヂキ
キセハタ 部子山、東尋坊
アキノタムラサウ 東尋坊、安島
オホアキギリ
ムラサキアキギリ
クルマバナ
ヤマクルマバナ
ミヤマクルマバナ 大桐、木芽峠、上六条、飯降山
タウバナ
イブキヂヤコウサウ 松ヶ嶽、四ヶ浦
シロネ
シヤマタウバナ 飯降山、豊原
ヒメシロネ 大野町、新横江村
サルダヒコ
オランダハクカ 大野町（移出）、篠岡
ハクカ 一乗山、部子山、足羽山
エゴマ
レモンエゴマ 新横江村、安波賀、飯降山、豊原
イヌカウジユ
ヒメジソ
ナギナタコウジユ 水落、一乗山、飯降山
テンニンサウ 夜叉嶽、葛原、広野
ミカヘリサウ 大安寺、黒河山、厨
ミズトラノヲ 生田、粟野
ヤマハクカ
ヒキオコシ 砥山、別司峠、飯降山、長畝村
クロバナヒキオコシ
カメバヒキオコシ 谷峠、荒島嶽、部子山、夜叉嶽
アキチヤウジ
ミヤマアキチヤウジ 一乗山
シロバナアキチヤウジ 岩屋
ヒメハクカ 黒河山
ミソガハサウ 谷峠
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ナス科
クコ 福井市
イガホホズキ 夜叉嶽、飯降山
タンバホホズキ 敦賀
センナリホオズキ
イヌホホズキ
ヒヨドリジヤウゴ
オホマルバノホロシ
ヤマホロシ 淨法寺村渡場

ゴマノハグサ科
ウンラン
ミゾホホズキ 部子山、坂口村、下別所、勝山町、蕨生
サギゴケ
トキハハゼ
キクモ 新横江村
シソクサ 粟野
アブノメ
ウリクサ
アゼナ
スズメノタウガラシ
クガイサウ 菖蒲谷、荒島、部子山、経嶽、文殊山、松ヶ嶽
ヒヨクサウ 松ヶ嶽、別司峠、経嶽、定友
カハヂサ 下志比村（吉田氏）
タチイヌノフグリ
オホイヌノフグリ
イヌノフグリ 村国
ムシクサ 髙橋
ママコナ
ミヤマママコナ 部子山、黒河山
ツクシママコナ 東尋坊
コシホガマ 京善
コゴメグサ 荒島
シホガマギク 部子山、荒島嶽、飯降山、西勝原
オホヒキヨモギ 三里山

ノウゼンカヅラ科
キササゲ 菖蒲池、取次、丸岡、戸谷、宮谷

ハマウツボ科
ハマウツボ 三里浜
ナンバンキセル

イハタバコ科
イハタバコ 夜叉嶽、黒河山、広野、岩屋、下打波、佛原、葛原

タヌキモ科
タヌキモ 今立郡宮谷、平井、岡保村、木田村
ミミカキグサ 今立郡宮谷
ムラサキミミカキグサ 今立郡宮谷
ホザキノミミカキグサ 今立郡宮谷
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キツネノマゴ科
ハグロサウ
キツネノマゴ

ハヘドクサウ科
ハヘドクサウ

オホバコ科
オホバコ

アカネ科
フタバムグラ 三国、今立郡横越、西藤島村
ハシカグサ
ヘクソカヅラ
ヤマムグラ
ヤヘムグラ
オホバノヤヘムグラ 木芽峠、足羽山、飯降山
クルマムグラ 黒河山、淨法寺山
ヨツバムグラ
オホバノヨツバムグラ 荒島嶽
ヒメヨツバムグラ 飯降山
キヌタサウ 松ヶ嶽、足羽山
オホキヌタサウ 下打波
カハラマツバ
アカネ
ツルアリドホシ

スヒカヅラ科
ソクズ
ニハトコ
ガマズミ
アラゲガマズミ
コバノガマズミ
ミヤマガマズミ
コバノミヤマガマズミ 飯降山
ミヤマシグレ 夜叉嶽、荒島嶽、淨法寺山、経嶽
ゴマギ 別司峠
ムシカリ 黒河山、谷峠、経嶽、日野山、荒島、淨法寺山、夜叉嶽、飯降山
ヤブデマリ
カンボク 月尾
ツクバネウツギ
コツクバネウツギ
キバナツクバネウツギ 黒河山
スヒカヅラ
タニウツキ

ヲミナヘシ科
ヲミナヘシ
ヲトコヘシ
ノヂシヤ 髙橋、三国、敦賀
ツルカノコサウ
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マツムシサウ科
マツムシサウ 塚原野、荒島、経嶽、粟野、上庄村、西勝原
ナベナ 永平寺、砥山

ウリ科
ゴキヅル
モミヂバゴキヅル 定次
スズメウリ
ミヤマニガウリ 夜叉嶽
カラスウリ
キカラスウリ
アマチヤヅル 淨教寺

キキヤウ科
ツリガネニンジン
シラケシヤヂン 三里山、南江守、鍬掛
ソバナ 下打波
シデシヤヂン 下打波
ホタルブクロ
タニギキヤウ 足羽山、鬼嶽、深坂
ヒナギキヤウ 三国、松原
ツルニンヂン
バアソブ
キキヤウ 東尋坊、今立郡宮谷
サハギキヤウ 塚原野、田所、今立郡宮谷
ミゾカクシ

キク科
サワヒヨドリ 飯降山、長畝村、田屋
ミツバサワヒヨドリ 飯降山
ヒヨドリバナ
ヒモンヒヨドリバナ 東鯖江
フヂバカマ
アキノキリンサウ
シラヤマギク
ヤマシロギク
ノコンギク
イナカギク
ヨメナ
ミヤマヨメナ 大徳山、足羽山
ユウガギク 京善、大桐、木芽峠、飯降山
ゴマナ
イソノギク
ヒメジョヲン
ヒメムカシヨモギ
アレチノギク 敦賀、神山村、吉田郡中島、南楢原
ヤマハハコ
カハラハハコ
ハハコグサ
チチコグサ
ヲグルマ 勝山
アキノハハコグサ 吉波
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ヤブタバコ
サジガンクビサウ
ガンクビヤブタバコ
ヲナモミ
メナモミ
コメナモミ
タカサブロウ
ハマグルマ
キクイモ
タウコギ
センダングサ 二村
リウノウギク
トキンサウ
ヨモギ
ヒトツバヨモギ 荒島、経嶽、夜叉嶽
ヤマヨモギ
ヲトコヨモギ
イヌヨモギ 三里山、塚原野、飯降山
クハラヨモギ
クソニンヂン 福井市
フ　キ
チヤウヂギク 淨法寺山
サンシチサウ
ヤブレガサ 佛原、松ヶ嶽、一乗山
カニカウモリ 夜叉嶽
オホカニカウモリ 谷峠、荒島、部子山、夜叉嶽、月尾
タイミンガサ 夜叉嶽
タマブキ 下打波
モミヂガサ 夜叉嶽、黒河山、城山、荒島、部子山、淨法寺山
オカオグルマ 上大虫、上淨法寺、今立郡宮谷
キヲン 部子山
ハンゴンサウ 上打波、経嶽
ノボロギク
ツハブキ 三国
マルバタケブキ 部子山、淨法寺山、経嶽、上下打波
ヲケラ 長泉寺、三国、三里山
タウヒレン 部子山
ウラジロアザミ 夜叉嶽、部子山、荒島
ヤマアザミ
ヒメヤマアザミ 広野、夜叉嶽
タムラサウ
ヤマボクチ
キクバヤマボクチ 鬼嶽、イソベ山
カウヤバウキ 野坂山、日野山、別司峠
ナカバノカウヤバウキ 野坂山
カシハバハグマ 天筒山
クルマバハグマ
モミヂハグマ 夜叉嶽、部子山、黒河山、荒島、経嶽
キツカウハグマ
センボンヤリ 岩屋、一乗山、黒河山、飯降山
ヤブタビラコ
コオニタビラコ
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オニタビラコ
カウゾリナ
タンポポ
ハルノノゲシ
シロタンポポ 福井市、三国
ニガナ
シロバナニガナ 東尋坊、経嶽
ムラサキニガナ 永平寺
ヤマニガナ
オホニガナ 飯降山
ヤクシサウ
アキノノゲシ
ナガバアキノノゲシ
セイヨウニガナ
オホヂシバリ
カガノアザミ 金﨑
ノブキ

採　集　地　名

今　立　郡
宮谷　清水頭 味眞野村
大徳山　月尾　板垣坂 岡 本 村
上戸口　落井　磯部 北中山村
金谷　中村 河和田村
中野　出口　原 中 河 村
水落　東鳥羽　田所 神 明 村
東鯖江　横越　五郎丸　定次　三里山 新横江村
清　水　谷峠　松ヶ嶽　柳 服 間 村
部子山　水海 上池田村
日野山 北日野村
村国山 国 髙 村

丹　生　郡
本　堂 西安居村
平　井 吉 川 村
上大虫　鬼嶽 大 虫 村
四ヶ浦 四ヶ浦村
鮎　川 国 見 村
和田山 豊　　 村
平　等 織 田 村
別司峠　厨　道口峠 城 﨑 村
白山村 白 山 村
葛　野 糸 生 村

南　条　郡
岡本山　広瀬 神 山 村
大　桐　上板鳥　木芽峠 鹿 赤 村
広野　岩屋　夜叉嶽　宇津尾 境　　 村
平　吹 南日野村
杣　山 南杣山村
北　府 武 生 町

若杉：福井県植物研究小史

―  53  ―



吉　田　郡
小船渡 上志比村
松　岡 松 岡 町
深　谷 西藤島村
淨法寺山　鷲嶽　栃原 淨法寺村
吉　波　上淨法寺 淨法寺村
城山　髙橋　光明寺　志比堺 下志比村
大佛寺山　劍岳　永平寺　京善 志比谷村
大和田 東藤島村
平岡山　丸山 円山東村
稲　津 岡 保 村

足　羽　郡
脇　安波賀　城戸ノ内　一乗山 一乗谷村
砥山　淨教寺 一乗谷村
生田　上六条 六 条 村
帆谷　文殊山 下文殊村
南江守 社　　 村
下宇坂村 下宇坂村

坂　井　郡
南楢原 大安寺村
米脇　東尋坊　陣岡　安島 雄 島 村
川上 坪 江 村
権世市野　東山 劍 岳 村
泥原神保　三里浜 神 保 村
豊原　菖蒲谷　屋田　篠岡 長 畝 村
滝 細呂木村
金津 金 津 町
芦原村 芦 原 村
三　国 三 国 町
取　次 大 石 村
深　坂 棗　　 村

大　野　郡
塚原野 富 田 村
荒島嶽　東中　菖蒲池 上 庄 村
下打波　上打波　東勝原 五 箇 村
西勝原　佛原　葛原 五 箇 村
下　山　谷戸口　朝日 下穴馬村
経　嶽　六呂師　花房 坂 谷 村
谷　峠 北 谷 村
飯降山　鍬掛　飯降 小 山 村
大野町 大 野 町

敦　賀　郡
黒河山　野坂山　粟野 粟 野 村
松　原　二　村　天筒山　金﨑 松 原 村
神　保 東 郷 村

福井総合植物園紀要　第 8 号，2018年
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福井総合植物園紀要に関する規定
（2004年3月1日制定，2006年3月1日改訂）

1 ．福井総合植物園紀要編集委員会
　福井総合植物園紀要（以下「紀要」）は福井総合植物園が発行する．紀要の編集は編集委員
長および編集委員で構成される紀要編集委員会（以下「編集委員会」）が行う．編集委員長は
福井総合植物園長がその任にあたる．編集委員は編集委員長が任命する．編集委員会本部は福
井総合植物園に置く．

2 ．投稿資格
　植物に関する研究であれば広く投稿を認める．その採否は編集委員会が決定する．
掲載が不適当であると判断された原稿に関しては，投稿者に通知して訂正を求めるか，あるい
は理由を記して原稿を投稿者に返却する．
植物に関するもの以外であっても，次の場合については編集委員会の判断により投稿を認める．
1 ）福井総合植物園の収集物またはその他の資料等を用いた研究．
2 ）研究に用いた資料等を福井総合植物園に寄贈する場合．
3 ）福井総合植物園およびその周辺地域を調査地とした研究．
4 ）編集委員会より寄稿を依頼した場合．

3 ．原稿の種類
　原稿は原則として本文が和文で書かれたものとする．ただし，著者の希望により英文表題，
英文摘要を加えることができる．この場合，編集委員会の判断で英文校閲を受けることを求め
ることがある．

4 ．原稿の送付
　原稿は，図，表，写真を含めて，原本1 部，コピー1 部を編集委員会に送付すること．掲載
が決定したものについては，原稿のテキストファイルを電子媒体（CD，DVDなど）で提出する．
原稿および電子媒体は原則として返却しない．図，表，および写真の返却を希望する場合には，
編集委員会にあらかじめその旨を申し出ること．

5 ．原稿の採否
　投稿原稿の採否については，原則的に編集委員会が決定する．ただし，編集委員会が必要と
認めた場合，著者以外の専門家に意見を求める場合がある．編集委員会が掲載を認めた日をもっ
て論文の受理日とする．

6 ．著作権
　掲載された論文の著作権は福井総合植物園に帰属する．

7 ．原稿の書き方
1 ）原稿用紙：原則として原稿は，ワードプロセッサーまたはパーソナルコンピューターのワー

ドプロセッサーソフト（Microsoft Word など）を使用して作成し，A4 判に印刷すること．
印刷方向は縦，文字方向は横書きとし，上下左右に30 mmの余白を設け，フォントの大き
さは12 pt，段落の間隔を2 行とすること．やむを得ず手書き原稿で投稿する場合は，横書
き400 字詰め原稿用紙を用い，黒インクのボールペン，万年筆等で明確に書くこと．崩し字，
筆記体は使用しないこと．

2 ）原稿の構成：原稿には以下の項目を明確に記すこと．
　　表題，著者名，住所（所属を含む），本文．
3 ）本文の構成：「序論，材料と方法，結果，考察，謝辞，引用文献」を基準とする．
　　その他に，和文摘要，英文表題，英文摘要，付録（Appendix）等を加えることができる．

脚注は用いない．体裁の詳細については本号掲載の論文を参照して作成し，編集委員会の
指示に従うこと．
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4 ）引用文献の構成：論文等については「著者名. 発行年. 表題. 雑誌名 巻号: 掲載ページ.」を，
書籍の全体引用の場合は「著者名. 発行年. 書籍題名. 総ページ数. 出版社, 出版社所在地」を，
書籍の部分引用の場合には「著者名. 発行年. 表題. 編者名, 書籍題名. 掲載ページ. 出版社, 
出版社所在地」を明確に記し，著者名のアルファベット順に並べること．

5 ）図表（写真を含む）は刷り上がりで130 mm×180 mm，または65 mm×180 mm以内となる．
従って原図，表および写真は，縦横の比率に配慮して，原寸大か大きめに作成すること．
そのまま印刷できるようにレイアウトをして，白色の厚紙等の台紙に貼り付けること．裏
面には著者名・図番号あるいは表番号・天地を明記すること．縮小率などに希望がある場
合には，その旨を明記すること．

　　図・写真のキャプションは台紙に貼り付けず，独立した原稿として別に作成し，原稿と共
に送付すること．図・表・写真について，希望の挿入位置を原稿中に鉛筆書きで指示して
おくこと．

6 ）最終原稿受け取り以降は内容自体の変更はできないので，投稿の際には十分注意すること．
その他，詳細については編集委員会の指示に従うこと．

8 ．校正
校正の段階では原稿および図・表・写真について大幅な変更はできない．原則として，初校を
著者が行い，2校以降は編集委員会で行うものとする．

9 ．原稿送付先および編集に関する問合せ先
投稿等，紀要に関しては，編集委員会へ問い合わせること．投稿原稿は必ず原本およびそのコ
ピーを送付すること．

10．本規程の改訂
編集委員長は，必要に応じて編集委員会を召集し，編集委員会の賛同をもって本規程を改訂す
ることができる．改訂された規程は，原則として次年度から施行されるものとする．

福井総合植物園紀要編集委員会
〒916-0146 福井県丹生郡越前町朝日17-3-1

福井総合植物園
Tel & Fax: 0778-34-1120

E-mail: info@fukui-bot.jp
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